
仲秋の候、貴施設におかれましては益々ご繁栄のこととお慶び申し上げます。 
平素は、当院の運営にご理解とご助力を賜り、また、多数の患者様をご紹介いただき、厚く御礼申し上げます。 
このたび、東海大学医学部付属八王子病院医療連携ニュース2020年10月号を発行いたしました。 
先生方が、ますます当院との医療連携を深めていただく、一助となれば幸いです。                
                                              患者支援センター長 野川 茂、 医療連携室長 角田 隆俊 
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患者さんのニーズに応える眼科診療を心がけています 

 当院の眼科は常勤医4名、非常勤医師5名からなり、眼科の診療に当たっています。 

 最も手術件数が多い疾患である白内障についてはどの医師も対応し、常勤医全員と非常
勤の平林医師が手術を行なっています。多焦点眼内レンズや乱視矯正眼内レンズも適応を
判断して、患者さんのご希望に合わせて用いています。 
 私の専門は緑内障で、最新の診断機器を用いた診断と進行判定を行い、最適な薬物治療、
あるいはレーザー治療、各種手術に対応しています。緑内障は網膜の神経節細胞が不可逆
的に障害され、視野が欠けてくる疾患です。白内障のように人工のレンズに置き換えるような
ことは今のところ不可能です。そこで早期発見、早期治療がとても重要となります。自覚症状
がなくても、健診などで定期的な検査を受けることが大切です。 

眼科医長 教授 木村 至 医師 
 

【専門分野】 
緑内障、眼循環 
【専門医・認定医】 
日本眼科学会 専門医・指導医 
日本眼循環学会理事 
日本神経眼科学会 上級相談医 
日本スポーツ協会公認 スポーツドクター 
日本障がい者スポーツ協会公認 障がい者スポーツ医 
身体障害者福祉法第15条指定医 

 市川講師は網膜硝子体疾患を専門とし、網膜剥離や糖
尿病網膜症、黄斑上膜や黄斑円孔などに適切な外科的
治療を行なっています。加齢黄斑変性や糖尿病黄斑浮腫
などに対する抗VEGF抗体硝子体注射による治療は各眼

科医師が多数行っています。津村非常勤講師は緑内障と
涙道疾患を専門としており、平山オサマ非常勤医師は角
膜疾患を専門としています。眼科疾患のうちカバーできる
領域が広がりつつあります。 
 今後は地域のクリニック、診療所、病院との連携をます
ます緊密なものとして、今まで以上に地域の患者さんの
ニーズに応えることができるような医療を実践して行きた
いと考えています。地域の皆様の眼を大切に守る眼科と
なれるよう、日々精進して参りたいと存じます。どうぞよろ
しくお願い申し上げます。 



医療連携室からのお知らせ 
 当院では、午前8時から11時までに来院された初診患者様は、予約の有無にかかわらず診療いたします。（一
部の診療科を除く） 
 ご紹介におかれましては、紹介状を作成いただき、当日に持参いただければ幸いです。なお、従来の事前予
約による診療も行っております。 

医療機関専用ダイヤル 042-639-1114 平日8:30～16:30、第2,4,5土曜日 8:30～14:30 

医療機関専用ファックス  042-639-1115 24時間対応 ＊受付時間以降の受信は、翌日対応となります。 

一般ダイヤル      042-639-1111(代表) 平日8:30～16:30、第2,4,5土曜日 8:30～14:30 

診療受付時間：月曜日～金曜日、第2・4・5土曜日 8：00～11：00  
休診日：日曜日・祝日、第1・3土曜日、11月1日（建学記念日）、12月29日～1月3日 

耳鼻咽喉科医長のご挨拶 

 当院の耳鼻咽喉科では、現在二名の常勤医で診療にあたっています。当科の特徴としては、
手術治療および、通院治療で治癒困難な疾患への入院治療に力をいれています。耳鼻咽喉
科では耳疾患、鼻疾患、咽頭・喉頭疾患、頸部疾患と多彩に取り扱うため、少人数体制では
ありますが、なるべく幅広く対応すべく日々努力しております。 
 耳科領域では、慢性中耳炎、真珠腫性中耳炎に対する鼓室形成術だけでなく、顔面神経麻
痺の重症例にはステロイド、抗ウイルス薬の大量点滴治療を積極的に行い、エレクトロニュー
ロノグラフィー（ENoG）で予後診断を行い、予後不良例には顔面神経減荷術を行っています。 
 鼻科領域では、慢性副鼻腔炎や鼻副鼻腔腫瘍に対して内視鏡下鼻・副鼻腔手術（ESS）によ
る根治を目指しています。手術では4K技術搭載の内視鏡システムとナビゲーションシステム

を併用しながら、低侵襲かつ安全に提供しています。また難病指定の好酸球性副鼻腔炎は
根治困難といわれておりますが、良好な状態を保てるよう積極的に手術を行っています。 
 その他、IgA腎症などの腎疾患や、掌蹠膿疱症などの皮膚疾患による扁桃病巣感染症に対

しても積極的に口蓋扁桃摘出術を行っています。また頸部リンパ節腫脹から悪性リンパ腫の
診断に至ることも多く、内科と連携を取りながらリンパ節生検も行っています。 

耳鼻咽喉科医長心得 助教 山本 光 医師 
 

【専門分野】 
耳鼻咽喉科学全般 
【専門医・認定医】 
日本耳鼻咽喉科学会専門医 
耳鼻咽喉科専門医研修指導医 
身体障害者福祉法第15条指定医 
難病指定医 
めまい相談医 

 その他、耳鼻咽喉科では、解剖学的に眼窩、頭蓋、
口腔と隣接しており、地域の皆様におかれましては、
当科が関与できることがございましたら、耳鼻咽喉科
だけでなく、他の専門家の先生方からも、気軽にご相
談いただければ幸いと存じますので何卒よろしくお願
いいたします。 


